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島津では中–上部更新統下総
層群の化石を多く含む地層が分布し, 古生物学研究
がおこなわれてきた（O’Hara et al., 1998; 成田層研究
会・茨城地学会, 1998; 藤井ほか, 2010; 相田ほか, 2016

など）．また, 堆積物は固結度が低く保存の良い貝
化石を容易に採集できるため, 体験学習（相田ほか, 

2016）, 巡検（西田ほか, 2015）, 貝化石採取実習（宮
田ほか, 2021）などに利用されてきた．
この地点の堆積物中には , 大型化石以外にも微化

石も多く含まれている．島津付近の下総層群の底生有
孔虫化石については, 茨城県高等学校教育研究会地学
部（1987, 1992）, 金子（2023）により報告されているが,

浮遊性有孔虫化石については個体数のみの報告にとど
まり, 詳細な報告はない．また, 筆者の齋藤は群馬大
学教育学部理科専攻の卒業論文のテーマとして本報告
の阿見町島津に分布する下総層群を対象に, 有孔虫化
石の分析を行った．このとき浮遊性有孔虫については
単離して, プレパラート化は行ったものの同定までは
行っていない（齋藤,  2020MS）． 

本報告では金子（2023）が報告に使用したものと同
一試料から摘出した浮遊性有孔虫化石を用い, 齋藤が
作成した浮遊性有孔虫化石プレパラートの情報を合わ
せて報告する．両試料の採集地点を図 1に示した．な
お, 採集地点はほぼ同じと推定されるが, 層位関係が
明確でないため, 金子（2023）報告の試料を島津 01

（以下, 01と略す）, 齋藤が採集した試料を島津 S02 
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（以下, S02と略す）として記述する．博物館展示・教
育や学習教材に活用する基礎資料として利用できるよ
うに, 浮遊性有孔虫化石の産出リストとそれらの代表
種について, 走査型電子顕微鏡（以下, SEM）で撮影
した図版も示す．なお, 本報告の浮遊性有孔虫化石の
うち種まで同定できた個体は, ミュージアムパーク茨
城県自然博物館に資料登録がなされており, その登録
番号は図版説明に付記した．

地　　質

地質学的・古環境学的な概要は金子（2023）と同じ
であるため, 簡略に記すに留める．O’Hara et al. （1998）
は本地域の地層を下位より上岩橋層（＝清川層）, 木
下層, 常総層に区分し, 今回分析した 2試料は木下層
の貝化石を豊富に含むシルト質細粒～中粒砂層に相当
すると考えられる．この層準は木下層（O’Hara et al., 

1998）または清川層（中里,  2008）に対比される．木
下層は MIS5e に清川層はMIS7cにあたる海進期の堆
積物である（中里・佐藤, 2016）．
試料 01は , 相田ほか（2016）と同様に工事により
削剥された堆積物である．試料 S02は斉藤が現地で
採集したものである． 

研究方法

試料 01は, 乾燥重量 20 gを計量し, 水を加え加熱・
沸騰させたのち, 構成粒子が十分に分散したところで
加熱を止め, 200メッシュ（目開き 0.074 mm）の篩上
で水洗した．篩上の残渣を電気定温器で乾燥し, 検鏡
用試料とした．検鏡にあたっては , 残渣を115メッシュ
（目開き 0.125 mm）のふるいで分離した 0.125 mm以
上の個体を摘出・同定した．試料 S02は同様の分散処
理を行ったが, 115メッシュによる篩別を行わず, 200

メッシュの残渣を検鏡している．なお検鏡に当たって
は, 両試料とも残渣中の有孔虫化石の個体数が多いの
で, 扇形二分割法（間嶋・池谷, 1996）で分割した．
写真は群馬県立自然史博物館の SEM（日立ハイテ
クノロジーズ製 TM-1000）を使用し, 多産した種およ
び産出頻度の少ない種でも保存状態が良く撮影可能な
個体を撮影した．金属蒸着をせず観察が可能な低真空
モードで, 同一個体を螺

らせ ん

旋側面, 端
たん

側面, 臍
さい

側面の 3

方向から撮影した．

結　　果

浮遊性有孔虫化石分析で検鏡した試料 01は, 底生
有孔虫摘出と同時に摘出したもの（20 gを水洗処理し

図 1．試料採取地点. 右側地図は電子地形図 25000（国土地理院）を加工して作成.
Fig. 1. Sampling locality. The right topographical map is based on the digital map published by the Geospatial Information Authority of 

Japan.
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た残渣の 1/16）である．多くの保存良好な浮遊性有
孔虫化石が得られた．破損している個体も多いが, 68

個体 4属 14種の浮遊性有孔虫を同定した（表 1）．有
孔虫全体に占める 0.125 mm以上の大きさの浮遊性有
孔虫化石数の比率（P/T Ratio）は 8.8％であった．
一方, 試料 S02からも保存良好な浮遊性有孔虫化石

が得られ, 122個体 5属 15種の浮遊性有孔虫を同定
した（表 1）．有孔虫全体に占める 0.074 mm以上の大
きさの P/T Ratioは 9.3％であった．
試料 01および S02の化石保存状態は比較的良好で
あるが, 試料 01の方が化石表面に石灰質の沈着が多
く見られる．一方, 破損個体の割合は試料 S02の方が
多い．両試料とも産出した種数と個体数は, 底生有孔
虫（金子, 2023）と比べるとかなり少ない（表 1）．
浮遊性有孔虫の主要構成種は, Globigerina bulloides, 

Neogloboquadrina dutertrei, Globorotalia inflataである．
試料 01に Globorotalia menardiiが産出すること, 試料
S02にGlobigerinita属が産出することの差異を除けば,

よく似た群集組成を示す．また, 試料 S02では小型の
個体が多く, 種までの同定が困難なものが多い．

考　　察

本地域の主要構成種であるGlobigerina bulloidesは汎
世界的に分布するが, 中緯度～高緯度に多く見られる種
である（Schiebel and Hemleben, 2017）．Neogloboquadrina  

dutertreiは亜熱帯～熱帯性種である（Kennett and Srinivasan,  

1983）．そのほかの種は, Globorotalia inflataは亜極域
～亜熱帯域に多い種, Globigerinoides ruberは亜熱帯に
多い種, Globigerinoides quadrilobatus（Poole and Wade 

（2019）によれば Globigerinoides sacculifer と同種）は低
緯度地域に多い種である（Kennett and Srinivasan, 1983）．
Globigeria quinquelobaの生息域は冷温帯域が中心であ
るが, 熱帯域まで見られるとされている（Bé, 1977）．
このように亜熱帯系の浮遊性有孔虫が産出したこ

とから, 本層堆積時には古東京湾内に暖流が流入して
いたと推定される（図 2）．しかし, 寒帯に卓越（Bé, 

1977; Hemleben et al., 1989など）する Neogloboquadrina 

pachydermaが本地域では認められないことから, 寒流
の影響はあったとしても限定的であったと考えられる．
また, O’Hara et al.（1998）は, 貝化石から黒潮系
の水塊が流入した内湾浅海の古環境を推定した．藤井

表 1．浮遊性有孔虫化石リスト．
Table 1. List of fossil planktonic foraminifers.

占有率(%)

Globigerina  bulloides  d'Orbigny 17 25.0 10 9.2
Globigerina  cf. bulloides  d'Orbigny 6 8.8 1 0.9
Globigerina  cf. foliata  Bolli 1 1.5 3 2.5
Globigerina quinqueloba  Natland 3 4.4 11 9.0
Globigerina cf. quinqueloba  Natland 2 2.9 0.0
Globigerina  sp. 5 7.4 11 9.0
Globigerinita glutinata (Egger) 1 0.8
Globigerinita uvula  (Ehrenberg) 3 2.5
Globigerinita sp. 2 1.6
Globigerinoides quadrilobatus  (d'Orbigny) 1 1.5 6 4.9
Globigerinoides ruber  (d'Orbigny) 4 5.9 6 4.9
Globigerinoides  sp. 2 2.9 7 5.7
Globorotalia inflata  (d'Orbigny) 8 11.8 5 16.7
Globorotalia menardii (Paker, Jones and Brady) 1 1.5 0.0
Neogloboquadrina dutertrei  (d'Orbigny) 10 14.7 37 30.3
Neogloboquadrina cf. dutertrei  (d'Orbigny) 3 4.4 6 4.9
Neogloboquadrina  sp. 3 4.4 3 2.5
Miscellaneous 2 2.9 10 33.3

68 122
底生有孔虫産出個体数 (個)* 701 1188

8.8 9.3
1.25 1.25

個体数
島津S02

浮遊性有孔虫産出合計 (個)

P/T ratio (%)
処理試料重量 (g)

種　名 個体数 占有率(%)

島津01

*金子（2023）より引用.
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ほか（2010）は, 板鰓類化石から閉鎖的ではなく密接
に外洋と接続していたと古環境を推定した．外洋水の
影響を示す指標である浮遊性有孔虫化石が産出するこ
とは, これらと整合的である．
茨城県高等学校教育研究会地学部（1987, 1992）は,

底生有孔虫化石から, 沿岸流が流れ込む内湾で堆積し
たと古環境を推定した．本試料からは Globigerinaや
Globigerinoidesなどの沿岸域に生息する属（BouDagher-

Fadel, 2012）が多産しており, 調和的である．
黒澤・長谷川（1997）は , 日本周辺海域の約 50 m

以浅では P/T ratioは 10％以下の低い値を取るとして
いる．今回の試料では , P/T ratioは 8.8と 9.3であり,

約 50 m以浅で堆積したことを示唆している．
一方, 外洋性で深い水深帯に生息する Globorotalia

属（BouDagher-Fadel, 2012）の種が試料 01で 13.3％,

試料 S02で 16.3％産出した．そのため, 両試料の堆積
した時期には外洋水の影響が強まる高海水準期に相当
し, 内湾であっても 50mを大きく下回るような水深
ではなかった可能性が高い．
原島ほか（2019）は霞ヶ浦対岸の土浦市田村町で採
集された下総層群からの貝化石層ブロックから浮遊性

有孔虫化石を報告している．この種構成は今回の 2試
料の種構成と酷似しており, 本報告の試料は田村町の
試料に対比できる可能性がある．
試料 S02は試料 01と比較して小型の個体が多い．
これは, 分析篩の目開きのサイズに関係するものと考
えられる．また, 試料 S02では Globigerinita uvulaの
ような成体でも小型の種の産出が認められる．しか
し, 試料 01ではこれら小型種が全て分析篩を通過し
てしまったとは考えにくく , 両試料の層位の違いや
地層内での化石の偏在を示唆するものと考えられる．

ま と め

茨城県阿見町島津の下総層群砂層から採取した 2

試料の有孔虫化石分析を行った．試料 20 gを水洗処
理し 1/16分割した残渣から , 浮遊性有孔虫化石 5属
17種が産出した．主要構成種は Globigerina bulloides, 

Neogloboquadrina dutertrei, Globorotalia inflataで, P/T 

ratioは 2試料とも約 9％であった．群集組成から古環
境は, 外洋水の流入が見られる潮通しの良い状況と考
えられる．層位の違いや地層内における微化石の偏在
も示唆されるため, 試料数を増やし確度を上げる必要
がある．
博物館の展示・教育, 学校の教材として活用できる

よう浮遊性有孔虫化石 9種を SEMで撮影して図示し
た．
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たと古環境を推定した．本試料からは Globigerinaや
Globigerinoidesなどの沿岸域に生息する属（BouDagher-

Fadel, 2012）が多産しており, 調和的である．
黒澤・長谷川（1997）は , 日本周辺海域の約 50 m

以浅では P/T ratioは 10％以下の低い値を取るとして
いる．今回の試料では , P/T ratioは 8.8と 9.3であり,

約 50 m以浅で堆積したことを示唆している．
一方, 外洋性で深い水深帯に生息する Globorotalia

属（BouDagher-Fadel, 2012）の種が試料 01で 13.3％,

試料 S02で 16.3％産出した．そのため, 両試料の堆積
した時期には外洋水の影響が強まる高海水準期に相当
し, 内湾であっても 50mを大きく下回るような水深
ではなかった可能性が高い．
原島ほか（2019）は霞ヶ浦対岸の土浦市田村町で採
集された下総層群からの貝化石層ブロックから浮遊性

有孔虫化石を報告している．この種構成は今回の 2試
料の種構成と酷似しており, 本報告の試料は田村町の
試料に対比できる可能性がある．
試料 S02は試料 01と比較して小型の個体が多い．
これは, 分析篩の目開きのサイズに関係するものと考
えられる．また, 試料 S02では Globigerinita uvulaの
ような成体でも小型の種の産出が認められる．しか
し, 試料 01ではこれら小型種が全て分析篩を通過し
てしまったとは考えにくく , 両試料の層位の違いや
地層内での化石の偏在を示唆するものと考えられる．

ま と め

茨城県阿見町島津の下総層群砂層から採取した 2

試料の有孔虫化石分析を行った．試料 20 gを水洗処
理し 1/16分割した残渣から , 浮遊性有孔虫化石 5属
17種が産出した．主要構成種は Globigerina bulloides, 

Neogloboquadrina dutertrei, Globorotalia inflataで, P/T 

ratioは 2試料とも約 9％であった．群集組成から古環
境は, 外洋水の流入が見られる潮通しの良い状況と考
えられる．層位の違いや地層内における微化石の偏在
も示唆されるため, 試料数を増やし確度を上げる必要
がある．
博物館の展示・教育, 学校の教材として活用できる

よう浮遊性有孔虫化石 9種を SEMで撮影して図示し
た．
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図版（Plate）

図版．浮遊性有孔虫化石の SEM 写真. スケールバーは 0.1mm.
　(a) 螺旋側面, (b) 側面, (c) 臍側面.
Plate.  Scanning electron photomicrographs of fossil planktonic foraminifers. Scale bars: 0.1 mm.
　(a) Spiral side view, (b) side view, (c) umbilical side view.
　
1a, b, c:  Globigerina bulloides d’Orbigny
　Shimazu S02 Sample. Registration number INM-4-19552.
2a, b, c:  Globigerina quinqueloba Natland 
　Shimazu S02 Sample. Registration number INM-4-19553.
3a, b, c:  Globigerinita glutinata (Egger) 
　Shimazu S02 Sample. Registration number INM-4-19554.
4a, b, c:  Globigerinita uvula (Ehrenberg) 
　Shimazu S02 Sample. Registration number INM-4-19555.
5a, b, c:  Globigerinoides quadrilobatus (d’Orbigny)  
　Shimazu S02 Sample. Registration number INM-4-19556.
6a, b, c:  Globigerinoides ruber (d’Orbigny) 
　Shimazu S02 Sample. Registration number INM-4-19557.
7a, b, c:  Globorotalia inflata (d’Orbigny) 
　Shimazu S02 Sample. Registration number INM-4-19558.
8a, b, c:  Globorotalia menardii (Paker, Jones and Brady) 
　Shimazu 01 Sample. Registration number INM-4-19559.
9a, b, c:  Neogloboquadrina dutertrei (d’Orbigny) 
　Shimazu S02 Sample. Registration number INM-4-19560.
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